
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TAKEFU 

SSH NEWS 

ふくいサイエンスフェスタ＆福井県合同課題研究発表会 

福井県立武生高等学校 SSH研究推進部  2023.3.20  NO.25 

 

3 月 11 日（土）、アオッサで行われたふくいサイエンスフェスタと福井県合同課題研究発表会に１年探究理科進

学予定者と 2 年探究理科の生徒が参加しました。ふくいサイエンスフェスタでは南部陽一郎記念ふくいサイエンス

賞授賞式とノーベル生理学・医学賞を受賞された大隅良典先生の講演がありました。大隅先生の講演では「まだ

誰もやっていないことをやる」「研究は好奇心が大切で、役に立つことばかり追い求めなくても良い」といった言葉

が課題研究での体験に響いた生徒が多かったようです。 

午後は課題研究の口頭発表とポスター発表があり、他校の生徒と交じって 2年生の 4つの班が口頭発表、8つ

の班がポスター発表を行いました。普段とは違う環境での発表でしたが、これまでの経験を活かしてしっかりと受

け答えをしていました。1 年生は見学のみでしたが、様々な研究を見て、「（観察や考察をみて）これらの点を踏ま

えて研究を練り上げていきたい」など、これから行う自分たちの課題研究について考えていました。 

 

 

 

において中高連携講座『武高アカデミア』を実施しました。この事業の目的は、中学生に対して武生高校で行わ

れている授業や実験を実際に受講してもらい、理科や数学、探究活動により興味・関心を持ってもらうために行っ

ています。今回の『武高アカデミア』には、県内の中学生 108人が参加し、それぞれ選択した２つの講座を受講しま

した。講座の中では、武生高校の生徒が教師役やティーチングアシスタントとして活躍しました。高校生のスタッフ

は前日まで入念に準備をし、当日はどの生徒も積極的に中学生と関わろうとしていました。 

今回からは、新しく「探究講座」を設けました。ある課題に対して他者と協力したり、意見を出し合ったりしなが

ら、解決方法を考えだす体験の場を提供するためにこの講座を実施しました。初対面の中学生同士でグループを

作りましたが、一体感を持ちながら楽しんで課題に取り組んでいました。 


